
 

 

環境教育と持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関する研修の御案内 

 日時 令和元年 8 月２６日（月）午後 1 時 30 分から（3 時間程度） 

 場所 京都府園部総合庁舎 南丹保健所講堂（2 階） 

 対象 小・中学校の校長先生・教職員、教育行政担当者（指導主事） 

 定員 50 名程度（参加費無料） 

 講師 棚橋 乾（たなはし かん） 先生 ※プロフィールの詳細は別紙 
 

 ねらい 

環境教育への理解を深めつつ、主として教職員のカリキュラム・デ

ザイン力や実践力を向上させる 

 内容 

 １ 講演 

 環境教育・ESD の歴史やＳＤＧｓ等を取り上げ、どのように学校で環境教育・

ESD を進めるか、どのように子ども達の学びにつなげていくかを解説 

 平成 29 年度に文部科学省の協力を得て、環境省で作成した「学びをつなげ

る環境教育」を活用し、ＳＤＧｓと各教科等のつながりを考える 

２ グループワーク 

 カリキュラム・デザイン力向上に向けたグループワークを行う 

 

  

 

東京都多摩市立連光寺小学校長。全国小中学校環境教育研究会副長。 

中央環境審議会総合政策部会臨時委員。ＥＳＤ円卓議会臨時委員 

ESDカレンダーの制作 

[出典：多摩市立連光寺小学校 HP] 

主催：京都府南丹保健所 協力（公社）日本環境教育フォーラム

※環境省主催・文部科学省協力の講師派遣型研修 



   

 

 

 

 環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（通称「環境教育等促進法」）

において、環境教育は「持続可能な社会の構築」を目指すものとされています。 

 

 また、新学習指導要領においては、「持続可能な社会の創り手」に必要な資質・能

力を育成することが掲げられるとともに、「カリキュラム・マネジメント」の充実や

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニング

の視点による授業改善）を図っていくこととされています。こうした中で、学校教

育における環境教育については、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）やＥＳＤ（持続

可能な開発のための教育）とも関連付けながら、教職員の環境教育に対する俯瞰的

な理解やカリキュラム・マネジメント等の実践力、学校全体としての取組（ホール

スクールアプローチ）を向上させていくことが重要です。 

 

 さらに、環境教育においては、双方向型のコミュニケーションにより学びを深め

る手法として、これまで体験活動が重視されてきたところですが、今後も持続可能

な社会づくりへの主体的な参加意欲を育むための体験活動を促進していく必要があ

ります。体験活動は、企業による環境教育や、地域住民への普及啓発等にも有効で

あり、また、学校教育においては、ＥＳＤの観点から、地域や企業における体験活

動と各教科等の学びをつなげていくことが重要です。また、こうした地域や企業に

おける体験活動を通した学びは、地域や企業の魅力や価値を向上させ、地域間の交

流人口や地域を応援する関係人口を増加させるといった効果も創出し、「地域循環共

生圏」（注１）の創造に寄与することが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 当研修は、京都府職員研修・研究支援センターの事業指定を受けた、環境学習を

切り口に次代を担う持続可能な社会の創り手の育成をテーマとした政策提案調査研

究活動の一環として行うものです。 

なお、成果の一部を知事報告会で報告する場合があります。 

研修のねらい 

（注１）第五次環境基本計画（平成 30 年４月閣議決定）に掲げられた考え方で、国全体で

持続可能な社会を構築するには、各々の地域が持続可能である必要があることから、

各地域がその特性をいかした強みを発揮し、地域ごとに異なる資源が循環する自

立・分散型の社会を形成しつつ、それぞれの地域の特性に応じて近隣地域等と共生

対流し、より広域的なネットワークを形成し、補完し支え合うというもの。 


